
公
募
委
員
が

「1
時
間
ご
と
や
れ
な
い
の
か
」
と

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
は
、

「く
る
く
る
バ

ス
の
拡
充
を
検
討
す
る
場
所
」
と
言
っ
て
き
た
中
、
２

０
２
２
年
４
月
18
日
の
第

一
回
か
ら
２
０
２
３
年
11
月

６
日
ま
で
６
回
の
会
議
を

へ
て

「交
通
計
画
」
を
ま
と

め
ま
し
た
。

市
民
は
18
人
中
４
人
だ
け

委
員
は
、
四
日
市
大
学
岩
崎
恭
典
学
長
、
国

・
県

・

バ
ス
会
社

・
タ
ク
シ
ー
会
社

・
現
在
の
く
る
く
る
バ
ス

委
託
会
社

・
名
鉄
バ
ス
と
電
車
、
警
察
、
市
部
長
な
ど

市
外
の
役
職
者
が
14
人
。
市
民
は
４
人
、
う
ち
公
募
は

１
人
で
す
。
公
募
の
委
員
さ
ん
は
第
１
回
目
に

「利
用

者
の
意
見
を
聞
い
て
き
た
。
バ
ス
の
降
車
ス
イ
ッ
チ
の

位
置
や
、
乗
降
時
の
ス
テ
ッ
プ
の
高
さ
が
高
い
。
バ
ス

の
本
数
を
１
時
間
に
１
本
に
増
や
し
て
ほ
し
い
。
バ
ス

に
対
し
て
の
意
見
箱
を
市
民
病
院
な
ど
に
設
置
し
て
ほ

し
い
。
市
民
病
院
に
直
通
バ
ス
が
欲
し
い
な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
き
た
の
で
お
願
い
し
た
い
。
」
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
も
、
碧
南
市
議
会
の
議
会
報
を

持
っ
て

「岡
本
守
正
議
員
が
、
１
時
間
ご
と
の
く
る
く

る
バ
ス
を
、
と
求
め
て
い
る
が
、
や
ら
な
い
の
か
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
本
数
増
は
５
１
．
２
％

く
る
く
る
バ
ス
へ
の
要
求
は
、
Ｃ
Ｓ
地
区
ミ
ー
テ
ン

グ
で
も
各
地
で
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
担
当
部
長
は

「民

業
を
お
び
や
か
す
」
な
ど
と
平
然
と
答
弁
。
碧
南
市
に

は
南
北
の
名
鉄
電
車
と
、
く
る
く
る
バ
ス
し
か
市
内
の

移
動
手
段
が
な
い
こ
と
も
直
視
し
て
い
ま
せ
ん
。

く
る
く
る
バ
ス
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
２
０
９
票
の

配
布
、
78
票
の
回
収
で
ま
っ
た
く
不
充
分
で
す
が
、
そ

れ
で
も
半
数
以
上

（特
に
75
歳
以
上
）
が
本
数
増
を
求

め
て
い
ま
す
。
今
は
車
の
運
転
が
可
能
な
方
も
、
免
許

証
返
納
後
は
く
る
く
る
バ
ス
利
用
が
第
1
位
で
す
。

そ
れ
で
も
商
工
課

「要
求
は
な
い
」
と

商
工
課
職
員
も
部
長
も

「1
時
間
1
本
の
要
求
は
な

い
」
と
言
い
放
っ
て
い
ま
す
。
公
募
委
員
は
利
用
者
や

市
民
の
声
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。
有
料
を
掲
げ
た
作

為
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
本
数
増
が
要
求
さ
れ
て
い
ま

す
。

「聞
く
耳
な
し
」
の
市
当
局
と
地
区
ミ
ー
テ
ン
グ

で

「い
つ
ま
で
も
車
に
乗
っ
て
」
と
自
己
責
任
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
禰
冝
田
市
長
に
、
市
民
世
論
を
広
げ

「1

時
間
毎
の
く
る
く
る
バ
ス
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

平
山
停
留
所
３
～
４
時
間
間
隔

《
写
真
》
は
西
端
の
平
山
バ
ス
停
で
す
。
青
色
バ
ス

は
始
発
も
２
便
も
次
が
約
３
時
間
後
。
緑
色
も
３
便
４

便
の
後
は
３
時
間
あ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
76
歳
の
住

民
は

「夫
婦
で
自
転
車
。
バ
ス
を
も
っ
と
便
利
に
し
て
」

と
切
実
な
声
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
９
期
介
護
保
険
計
画
は
、
令
和
5
年
7
月
24
日
か

ら
10
月
27
日
ま
で
５
回
の
会
議
を
開
催
。
６
回
目
は
中

止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
19
人
の
委
員
さ
ん
で
す
が
、

保
険
料
引
下
げ
や
減
免
制
度
の
拡
充
の
声
は
あ
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
保
険
料
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
あ

と
の
１
月
25
日
の
介
護
運
営
審
議
会
で
提
案
さ
れ
ま
す
。

物
価
高
騰
の
な
か
年
金
は
減
り
高
齢
者
の
く
ら
し
は

大
変
で
す
。
発
足
以
来
保
険
料
は
２
倍
に
。
岸
田
内
閣

は
、
非
課
税
者
に
７
万
円
の
給
付
金
や
所
得
税
１
年
だ

け
の
４
万
円
減
を
言
っ
て
い
ま
す
が

「焼
け
石
に
水
と

国
民
の
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
４
億
円
の
基
金
を

つ
か
え
ば
、
１
人
１
月
６
５
０
円
の
引
き
下
げ
が
可
能

で
す
。
介
護
保
険
料
引
き
下
げ
の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

１時間毎のくるくるバスなぜやらない＝公共交通計画策定
４億円の基金で介護保険料引下げを＝第９期計画策定
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人口 72,756
65歳以上人数 17,459 24
認定者数 2,973 16.7

要介護５ 239
要介護４ 408
要介護３ 398
要介護２ 467
要介護１ 518
要支援２ 501
要支援１ 442

碧南市の介護保険の状況
（2023.3月末現）

10
月
16
～
18
日
ま
で
、
福
祉
健
康
委
員
会
の
視
察
に
参
加
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。

東
京
都
文
京
区

「Ｐ
Ｆ
Ｓ
を
活
用
し
た
認
知
症
検
診
事
業
に
つ
い
て
」

Ｐ
Ｆ
Ｓ
と
は

「成
果
運
動
型
民
間
委
託
契
約
方
式
」
の
こ
と
で

す
。

文
京
区
で
は
、
認
知
症
の
普
及
啓
発
と
早
期
支
援
の
た
め
、

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
と
の
委
託
契
約
に
よ
り
認
知
症
検
診
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
、
官
民

一
体
で
社
会
的
課

題
の
解
決
を
目
指
す
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
、
委
託
契
約
の
一
部

に
成
果
連
動
型
民
間
委
託
契
約
方
式

（

P
F
S

）
を
導
入
し
、
民
間

独
自
の
取
組
み
を
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
成
果
の
高
い
事
業
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
文
京
区
は
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
診
断

後
支
援
事
業
を
開
始
。
令
和
４
年
度
に
は
、
55
歳

・
60
歳

・
65
歳
・

70
歳

・
75
歳
の
節
目
ご
と
に
、
区
民
１
２
，
２
９
２
名
を
対
象
に
、

自
宅
で
の
実
施
者
数
１
，
１
８
８
人
、
会
場
で
の
測
定
者
６
１
１

名
を
検
査
。
医
師
に
よ
る
認
知
機
能
の
低
下
の
疑
い
な
し
が
３
７

５
名
、
認
知
機
能
低
下
の
疑
い
あ
り
55
名
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、

医
療
機
関
連
絡
書
発
行
数
は
40
名
で
し
た
。
市
民
か
ら
は
、
回
数

を
３
年
に
１
回
に
増
や
し
て
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

碧
南
市
は
高
齢
介
護
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
自
己
診
断
テ
ス
ト

が
２
０
１
８
年
度
か
ら
掲
載
。
ア
ク
セ
ス
数
は
２
０
２
２
年
度
で

２
，
６
５
８
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
認
定
者
約
３
，
０
０
０

人
の
う
ち
、

６
割
が
認
知

傾
向
が
あ
る

と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
民

間
調
査
で
な

く
、
介
護
の

専
門
性
と
地

域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活

か
し
て
早
期

発
見
と
対
応

が
必
要
で
す
。

新
潟
県
魚
沼
市

「公
設
小
出
病
院
の
民
営
化
に
つ
い
て
」

魚
沼
市
は
人
口
３
４
，
０
４
６
人
、
面
積
９
４
６
．
７
６
ｋ
㎡
、

で
す
。
県
立
病
院
と
し
て
平
成
17
年
に

一
般
２
５
３
床
＋

精
神

１
３
０
床
、
計
３
８
３
床
か
ら
、
翌
18
年
に
は
、

一
般
２
３
０
床

＋

精
神
１
０
０
床
の
計
３
３
０
床
に
。
魚
沼
市
立
小
出
病
院
に

名
称
変
更
、
病
床
数
は
、

一
般
90
床
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
29

年
に
は
療
養
病
床
44
床
を
加
え
１
３
４
床
と
な
り
ま
し
た
。

魚
沼
地
域
の
公
立
病
院
再
編
に
伴
い
、
平
成

27

年

6

月

1

日
に
開
院
し
、
魚
沼
市
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た

一
般
財

団
法
人
魚
沼
市
医
療
公
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
診
療
体
制
は
内
科
、
整
形
外
科
及
び
婦
人
科
の
常
勤
医
師
に

加
え
、
専
門
外
来
は
、
新
潟
大
学
、
魚
沼
基
幹
病
院
等
か
ら
助
勤

支
援
。
出
損
金
１
，
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
魚
沼
市
７
０
０
万
円
、

小
千
谷
市

・
魚
沼
市
医
師
会
１
０
０
万
円
、
新
潟
県
労
働
衛
生
医

学
生
協
会
１
０
０
万
円
、
北
里
研
究
所
１
０
０
万
円
で
負
担
し
、

指
定
管
理
者
方
式
と
し
ま
し
た
。

国
の
地
域
医
療
構
想
で
、
公
立
病
院
の
統
合
、
廃
止
を
進
め
て

い
こ
う
と
す
る
中
、
民
営
化
、
指
定
管
理
化
な
ど
で
、
地
域
医
療

が
守
ら
れ
る
の
か
、
住
民
の
反
応
が
知
り
た
い
も
の
で
す
。

長
野
県
諏
訪
市

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
す
わ

・
あ
ゆ
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
家
庭
等
の
困
り
ご
と

に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

子
育
て
、
発
達
、
家
庭
、
学
校
、

自
立
に
向
け
た
悩
み
の
ほ
か
女

性
相
談

（子
育
て
に
限
ら
ず

相
談
で
き
ま
す
）
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
機
関

へ
の
つ
な
ぎ
を
含
め

て
、
困
り
ご
と
の
内
容
に
応
じ

た
支
援
を
し
ま
す
。
あ
ゆ
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
子
ど
も
課
、

教
育
総
務
課
、
社
会
福
祉
課
、

児
童
相
談
所
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

［児
童
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
］、
医
療
機
関
、
障

害
福
祉
施
設
、
子
育
て

支
援
施
設
、
教
育
関
係

施
設
を
つ
な
ぎ
、
こ
ど

も
課
と
教
育
総
務
課
の

中
に

「あ
ゆ
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

幅
広
い
相
談
窓
口
が

あ
り
、
関
心
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
な
ら
市
民

が
あ
ま
り
惑
わ
ず
相
談

が
で
き
る
と
感
じ
ま
し

た
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

11
月
19
日
（日
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団の

ホームページをご覧ください。

岡
本

守
正

議
員

福
祉
健
康
委
員
会
の
視
察
報
告

一般90床、療養44床

計:134床の魚沼市小出病院

諏訪市奨学金制度
■対象

次の要件を全て満たすこと

・諏訪市に居住する人の子弟であること

・成績優秀、品行方正であること

・経済的理由により就学が困難と認められること

■募集人数

・大学生等支給 月額30,000円（2名以内）

・大学生等貸与 月額30,000円（4名以内）

・高校生支給 月額 5,000円（2名以内）


